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台湾滞在期間中は主に博士論文執筆のための史料収集及び調査研究を年頭に置いて、以下の点について研究

活動をすすめてゆきたい。

① 日本統治期の台湾仏教の活動状況に関する調査

修士論文では植民地期の台湾仏教が日本内地から流入した日本仏教と「出会う」ことで、度のような影響を受

け（あるいは影響を与え）たのか、流入期以降、主に１９２０～３０年代を軸として検討し、その受容や抵抗、変

質などの諸相を考察した。今後も修士論文の継続作業及び博士論文の準備段階として日本統治期の両者の

関わり合いをみていくつもりだが、特に以下の３点について関心がある。

a. 日本統治期初期（１９００年前後）における日本仏教の台湾流入の経緯

b. 統治期中期（１９２０～３０年代前半）における台湾人仏教エリートの活動

c. 皇民化運動期（１９３０年後半～４０年代前半）の台湾仏教勢力の活動状況

a～c とも修士論文では史料収集や分析が不十分で多く言及できず、今後の課題として残されている。

② 戦後（１９４５年以降）の台湾仏教界に関する調査

現在台湾では、政治・社会・文化の各方面で仏教勢力が大きな役割を果たしており、台湾人の精神生活にお

ける仏教の位置はますます重要なものになってきている。近年では、戦後中国大陸から流入して盛んとなった

現在の仏教勢力と、日本統治期の仏教勢力の間の「断絶」を埋め、トータルな視点で「台湾仏教」を見ようとす

る動きがおこりつつある。その中で私は次の点に関心がある。

a. 日本統治期に勢力を維持した斎教（在家仏教）は、戦後の中国仏教流入にどのように対応したのか。

b. 日本仏教の残した寺院の多くは国民当政府に接収されたが、教育機関や日本仏教界で活動していた台湾

人仏教エリートは主にどのような処遇を受けたか。

c. a, b のような状況を含んだうえで、戦後の仏教勢力が現在に至るあいだにどのように「台湾化」し、台湾人

に浸透していったのか。

以上の問題関心に基づく活動を予定している。












